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はじめに 

 
近年、企業では就業形態の多様化が著しく、「正社員」以外の立場で就業する労働者が多数見ら

れるようになっています。企業は、「正社員」、「パートタイマー」、「期間従業員」などといった労

働者の雇用形態に関わらず、労働者が働く職場の安全衛生を確保する責務があります。 
しかし、「パートタイマー」、「期間従業員」などの非正規雇用の労働者は、「正社員」である労

働者よりも多くの労働災害が発生しているとの調査・研究データもあります。非正規雇用の労働

者の災害発生を防止するために、企業は、適切な安全衛生管理・活動を実施する必要があります。 
 
 

この冊子のねらいと対象 
 

この冊子は、主に中小規模の製造事業者が直接雇用する労働者のうち、働く時間や日数が正社

員と比べて短い労働者や雇用期間が決まっている労働者（例えば、嘱託社員、パートタイマー、

期間従業員、契約社員、臨時的雇用者など）を対象とし、事業場内で発生する労働災害（業務災

害）の防止を目的としています（対象範囲は図 1 を参照）。また、この冊子では、製造事業者が

本冊子で対象とする労働者の安全衛生管理を進める上で必要な、業種・作業に関わらず多くの事

業場に共通の内容を、製造事業者の取組事例を紹介するなどして、分かりやすく解説しています。 
なお、一部の業種・作業にのみ関わる内容については言及していませんのでご注意ください。

また、事業場内の安全衛生管理という点においては、労働者の雇用形態に関わらず共通する内容

がありますので、必要に応じて参考としてください。 
 

 
図 1 対象範囲 
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本冊子の見かた 

 
本冊子では、以下のような表示、凡例を使用しており、それぞれの意味は下記の通りです。 
 
（⇒ P xx）、（⇒ http://・・・） 

解説として記載した内容の、より詳しい内容や関連する内容が、本冊子の他のページ

に記載されている場合や、ホームページ等に掲載されている場合に、参照いただきた

いページや、ホームページ URL を記載しています。詳しい内容や関連する情報をご覧

になりたい場合には、各参照先をご覧ください。 

 

＜＜取組事例＞＞ 

企業へのヒアリングを通じて収集した、取組の事例を紹介しているページです。企業

へのヒアリングにて収集したその他の事例については、厚生労働省ホームページにて

「ヒアリング実施報告書」をご確認ください。 
（⇒ http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/110329-1.html） 
 


